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昭
和
5
8
年
6
月
。
中
原
区
木
月
住
吉
町
に
中
原

平
和
公
園
が
オ
ー
プ
ン
。
こ
こ
は
、
戦
後
、
米
軍
出
版

セ
ン
タ
ー
と
し
て
接
収
さ
れ
て
い
た
が
、
5
0
年
に
国
へ

返
還
さ
れ
た
。
市
は
、
こ
こ
を
平
和
を
祈
念
す
る
公
園

に
整
備
し
完
成
し
た
。
母
子
像
「
平
和
へ
の
誓
い
」
の

ほ
か
、
「
平
和
」
を
テ
ー
マ
に
世
界
7
カ
国
9
人
の
彫
刻

家
が
く
り
広
げ
た
国
際
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
作
品

や
、
平
和
都
市
宣
言
記
念
碑
（
台
座
に
は
宣
言
文
が
刻

ま
れ
、
地
球
を
表
現
し
た
み
か
げ
石
の
球
）
な
ど
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
平
和
を
願
う
川
崎
市
民
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
後
世
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

公
園
正
面
に
あ
る
「
平
和
へ
の
誓
い
」
母
子
像 かわさきのあゆみ

川崎市刊より

核兵器廃絶の願いこめた記念碑

“平和”をテーマにした外国人の彫刻
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第

3

回

「

横

浜

・

川

崎

平

和

の

た

め

の

戦

争

展

’

9

5

」

開

催

に

　

あ

た

っ

て

第
3
回
横
浜
・
川
崎
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

実
行
委
員
長
　
　
　
亀
岡
　
　
敦
子

今
ま
で
に
二
回
「
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

共
に
予
想
以
上
の
多
数
の
来
場
者

と
大
き
な
反
響
が
あ
り
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
方
々
の

お
か
げ
で
す
。

戦
後
五
〇
年
、
日
本
は
平
和
の

中
に
あ
り
ま
す
が
、
世
界
各
地
で

戦
争
も
紛
争
も
止
む
事
が
あ
り
ま

せ
ん
。
戦
後
世
代
が
社
会
の
大
勢

を
占
め
る
今
、
戦
争
の
事
実
を
正

し
く
知
り
、
体
験
を
後
の
世
に
正

し
く
伝
え
る
事
が
、
平
和
へ
の
願

い
に
結
び
つ
く
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

今
年
は
戦
後
五
〇
年
目
の
節
目

の
年
、
名
称
も
改
め
、
川
崎
市
平

和
館
で
の
開
催
を
計
画
し
ま
し
た
。

写
真
や
資
料
の
展
示
は
六
月
六
日

か
ら
二
日
ま
で
。
一
〇
日
、
一

一
日
に
は
、
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
朗
読
。
ビ
デ
オ
も
数
多
く
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳

細
は
別
紙
の
通
り
で
す
。
費
用
は

全
て
、
お
寄
せ
頂
い
た
賛
同
金
で

賄
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
今

年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
継
続
は
力
」
の
言
葉
を
頼
み

に
、
息
長
く
、
地
に
足
を
つ
け
て

活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
私
は
今
回
も
実
行

委
員
長
を
ひ
き
う
け
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
平
凡
な
主
婦
で
、
何
の

力
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
当
の
事

を
知
る
事
、
そ
れ
が
大
切
だ
と
思

え
る
か
ら
で
す
。

戦

後

五

〇

年

、

私

達

は

何

を

な

す

べ

き

か

第
3
回
横
浜
・
川
崎
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

実
行
委
員
会
代
表
　
　
寺
田
　
　
貞
治

戦
後
五
〇
年
、
当
時
少
年
で
あ

っ
た
私
は
、
今
で
も
戦
争
中
の
こ

と
が
走
馬
燈
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

軍
歌
を
歌
っ
て
出
征
兵
士
を
見

送
っ
た
日
々
、
軍
事
教
練
・
勤
労

奉
仕
に
明
け
暮
れ
た
学
校
生
活
、

毎
日
の
よ
う
に
襲
っ
て
来
た
空
襲
、

機
銃
掃
射
に
逃
げ
回
っ
た
日
々
・

殊
に
敗
戦
の
日
、
私
達
中
学
生

が
、
軍
事
教
練
用
の
三
八
式
小
銃

を
一
人
二
丁
ず
つ
か
つ
い
で
軍
隊

に
運
ぶ
途
中
、
上
級
生
が
勤
労
動

員
で
働
い
て
い
る
軍
需
工
場
に
立

寄
り
、
玉
音
放
送
を
聞
い
た
こ
と
、

そ
の
後
行
っ
た
軍
隊
は
混
乱
を
極

め
、
銃
を
受
け
取
る
人
も
見
え
ず
、

銃
を
練
兵
場
の
草
む
ら
に
放
り
投

げ
て
家
に
帰
っ
た
こ
と
を
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
死
を
覚
悟
し
て
い

ま
し
た
が
、
も
う
こ
れ
で
死
な
な

く
て
も
よ
い
と
い
う
思
い
が
、
自

然
に
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
不

思
議
に
負
け
て
く
や
し
い
と
い
う

思
い
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

恐
ら
く
一
部
の
人
を
除
き
多
く
の

人
々
は
、
そ
う
感
じ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
赤
紙
一
枚
で
召

集
さ
れ
た
元
兵
隊
さ
ん
の
多
く
は
、

聞
き
取
り
調
査
で
も
、
そ
の
よ
う
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な
こ
と
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
争
中
を
生
き
た
人
々
も
、
戦

争
を
一
部
し
か
知
り
ま
せ
ん
。
戦

争
の
真
実
を
知
ら
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
所
為
も
あ
っ
て
、
戦
後
五
〇

年
も
た
っ
て
、
従
軍
慰
安
婦
問
題
、

戦
後
補
償
問
題
、
不
戦
決
議
な
ど
、

先
の
大
戦
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
問

題
が
話
題
に
な
っ
て
お
り
、
戸
惑

っ
て
い
る
人
々
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
達
は
、
来
る
六
月
「
横
浜
・

川
崎
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
’
9
5
」

を
開
催
し
ま
す
。
身
近
に
あ
る
戦

争
の
遺
跡
を
通
し
て
、
戦
争
の
実

相
を
少
し
で
も
多
く
の
人
々
に
知

っ
て
頂
き
、
私
達
日
本
人
が
ア
ジ

ア
及
び
世
界
の
人
々
に
信
頼
さ
れ
、

過
去
の
日
本
の
戦
争
に
つ
い
て
の

様
々
な
問
題
に
た
い
し
て
、
悔
い

を
未
来
に
残
さ
な
い
よ
う
に
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

日

吉

台

地

下

壕

保

存

の

会

連
続
講
演
会
お
よ
び
一
九
九
五
年
度
総
会
開
催
さ
れ
る

四
月
一
五
日
（
土
）
、
初
代
会
長
の
永
戸
多
喜
雄
慶
大
名
誉
教
授
を
お
招
き
し
て
「
戦
時
中
の
慶
応

義
塾
と
戦
争
体
験
」
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。
生
れ
た
時
か
ら
戦
争
の
精
神
一
色
の
中
で
育

ち
、
大
学
在
学
中
に
終
戦
を
迎
え
た
世
代
の
感
慨
が
ほ
と
ば
し
る
素
晴
ら
し
い
講
演
で
、
若
い
世
代
の

人
々
に
も
っ
と
大
勢
聞
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。

つ
い
で
総
会
に
う
つ
り
、
鮫
島
会
長
よ
り
慶
応
義
塾
と
の
非
公
式
の
話
し
合
い
が
、
公
式
の
話
し
合

い
に
い
ま
一
歩
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
力
強
い
お
話
し
が
あ
っ
た
。

活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
活
動
方
針
、
予
算
、
運
営
委
員
な
ど
別
記
の
通
り
可
決
さ
れ
た
。

1994年度決算報告
（単位は円）

1 9 9 4 年 度 予 算 1 9 9 4 年度 決 算 備　 考

収 入 の 部

会　 費 3 6 0 0 0 0 4 7 2 5 4 0

カ ンパ 0 7 2 0 0

利 息 0 2 8 8 6

事 業 益 0 2 6 5 0 1 6

繰 越 金 3 7 5 9 2 1 3 7 5 9 2 1

合　 計 7 3 5 9 2 1 1 1 2 3 6 6 3

支 出 の 部

会 議 費 2 0 0 0 0 1 2 0 9 4 各 種 会合 費

事 務 費 6 0 0 0 0 1 4 6 1 2 事 務 用品

印 刷 費 1 0 0 0 0 0 1 3 7 8 2 会 報 ，パ ンフレット等

通 信 算 3 0 0 0 0 0 1 6 0 8 2 5 会 報 そ の他 郵 送 代

資 料 費 5 0 0 0 0 0 資 料集 等

謝　 礼 5 0 0 0 0 4 6 5 6 4 講 師 ・調 査等

交 通 費 6 0 0 0 0 6 7 6 0 0 全 国交 流会 参 加 等

予 備 費 9 5 9 2 1 5 0 0 0 賛 同金

合　 計 7 3 5 9 2 1 3 2 0 4 7 7

差 引 残 高

計 0 8 0 3 1 8 6

以上の通り報告します。

日吉台地下壕保存の会事務局長　寺田貞治　印

1995年4月6日

この報告により収支を監査したところ適正に処理されていることを認めます。

会計監査　森山高行　印

会計監査　天野喬子　印
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1　9　9　4年度活動報告

1994年度は世界も日本も引続き激動の中にあり、先が読めない不透明な時代であ

りました。正月早々には阪神大震災があり、その惨状は私達に50年前の大空襲の光景

を思い起こさせました。私達の運動も試行錯誤しながらやって参りましたが、肝心の保

存についての見通しは、いまだに不透明なままで進展しておりません。

会の現状は、個人会員700名突破、団体会員14となっております。運営委員会1

回、幹事会10回開催、会報は5回発行しました。

具体的な活動としては、昨年4月の総会時、松代大本営や日吉台地下壕のビデオ上映。

7月第5回朝鮮人”中国人強制連行・強制労働を考える全国集会（長野市）に岡上・足

立幹事が参加。10月横須賀市浦郷の地下壕見学会。12月に連続講演会「太平洋戦争

と慶応義塾」第1回「真珠湾から日吉の丘へ」（講師：白井厚氏）、2月には第2回

「本土決戦と日吉台地下壕」講演と地下壕見学会（講師：寺田貞治氏）を開催。12月

「日吉台地下壕写真展」を横浜銀行日吉支店にて開催。

日吉台地下壕見学会と交流会は、7月三浦半島地区の地下壕調査グループ、8月沖縄の

ひめゆり部隊の先生と生徒や軍医と従軍看護婦の方々、10月「博物館問題を考える会」

等と開催。

写真パネルの貸出しは、4月「平和のための戦争展　湘南94」、8・9月慶大白井ゼ

ミ「特攻50年」、9月田無市公民館「特攻50年展」、12月平和のための戦争展戸

塚・和泉・栄地区実行委員会「戦争と平和を考える文化の夕べ」に対して行ないました。

地下壕見学会は、相模田名高・慶応高・法政2高・成美学園高・相模工大付属高・多摩

高の有志、のむぎオープンスクール、慶大白井ゼミ、在日本朝鮮留学生同盟、緑区小・

中学校教職員、矢上小PTA、慶大生協学生委員会、同教職員委員会、神奈川生協港北

支部、綱島地区センターふれあい教室、国立市公民館、沖縄県南風原文化センター、川

崎市幸区聴覚障害者協会、川崎市麻生区聴覚障害者協会、ピースサイクル、朝鮮人強制

連行真相調査団、川崎市中原区反核区民の会、NTT日吉地区関係者、JR東労組など

多数の団体が参加、延べ700名近くの人々が見学されました。

新聞やテレビなどのマスコミにも、例年同様、何度もとりあげられました。

調査活動では、旧海軍関係者や地元の方からの証言が寄せられ、新たに判明したことが

幾つかありました。

地下壕の保存については、横浜市には港北区民会議を通して要望し、慶応義塾には鮫

島会長が塾長や理事に話をしたり、鮫島会長・東郷副会長・寺田事務局長が日吉キャン

パス事務長に会い、話し合ってきました。

戦後50年を迎え、各地で先の戦争の調査が行なわれ、平和のための戦争展が開かれ

ようとしています。また戦争の遺跡を保存しようという動きも活発になってきました。

しかし、保存されたところ、及び保存が決ったところは、まだ全国的に数えるほどしか

ありません。依然として厳しい状況にあることには変りありません。50年を契機に、

1歩でも前進できればと思います。
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1　9　9　5年度活動方針

1昨年は細川政権が誕生、昨年は羽田政権の誕生と崩壊、そのあとは長年対決してい

た自民党と社会党が手を組んで村山政権の誕生と、日本の政界は目まぐるしく変り、国

民不在のまま政治は混沌としています。また、世界もソマリア、ルアンダ、ユーゴに続

いてロシアのチェチェン紛争など、内戦や局地戦争が絶えません。

私達は世界的な視野に立った平和の構築を願い、身近なところで日本の過去の戦争の

実相を学び、1人1人の心の中に平和の尊さを呼び起こし、再び悲惨な戦争を起こさな

いようにしていかなければなりません。そのために、残された数少ない貴重な戦争の遺

跡を、戦争と平和を考える原点として後世に残すために、引続き更なる努力が必要かと

思います。

戦後50年を迎え、今年は日本で、世界で、様々な行事が開催されるでしょう。私達

は戦後50年を単なるお祭りに終らせるのではなく、不戦の決意を新たにし、戦争の実

相を後世に伝えて行かなければなりません。そのためには映像や書物に記録として残す

ことが大切です。しかし、それは戦争の遺跡にじかに触れるときの迫力には到底及びま

せん。できるだけ多くの戦争の遺跡を保存していくことが何より大切です。日吉台地下

壕は、歴史的価値、地理的な位置、耐久性からみて、第1級の戦争遺跡といえます。日

吉台地下壕と連動した戦争資料を展示する平和資料館建設の構想もふくめて、保存運動

を充実させて行きたいと考えます。

第3回平和のための戦争展は、「できれば慶応義塾日吉キャンパスで」という方針

を、残念ながら断念せざるを得ませんでしたが、昨年以上の成果を挙げるべく努力した

いと思います。また、他団体とも協力しあって戦後50年を盛り上げ、日吉台地下壕の

保存につないでいければと思います。会員の皆さんのご支援、ご協力をよろしくお願い

申し上げます。

199　5年度予算
（単位は円）

収 入の 部 支出 の部
会　 費 4 0 0 0 0 0 4 88 人×10 0 0円 会 議費 1 0 0 0 0 0 各 種 会合費
カンパ 0 事務 費 6 0 0 0 0 事 積用品等
利　 息 0 印刷 費 1 4 0 0 0 0 会 報 その他
事 業益 0 通信 費 3 5 0 0 0 0 会 報 等郵送 代
繰 越金 8 0 3 1 8 6 資 料費 5 0 0 0 0 資料 集 等

謝　 礼 1 0 0 0 0 0 講 師 ，調査 等

交 通費 1 5 0 0 0 0 交 流会 ，調 査 等

予 備 費 2 5 3 1 8 6 賛同 金 等

合　 計 1 2 0 3 1 8 6 】 合　 計 1 2 0 3 1 8 6

［補足説明］収入の部の会費収入は、1994年度の会費納入者が約400人なので、
1000円×400人二400000円　とした。
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1995年度日吉台地下壕保存の会運営委員・会計監査

（アイウエオ順）

日吉台地下壕保存の会　組織図

会長　　　鮫島　重俊　　　　慶應大学名誉教授

副会長　　薄井　芳夫　　　　日吉地区連合町内会長・日吉本町東町内会長

同　　　田辺　和男　　　　下田町自治会会長（予定）

同　　　東郷　秀光　　　　慶應大学教授

幹　事　　足立　英宣　　　　大学生

同　　　壱岐　尚子　　　　主婦

同　　　大西　章　　　　　慶應高校教員

同　　　岡上　そう　　　　専門学校生

同　　　亀岡　敦子　　　　主婦

同　　　喜田美登里　　　　主婦

同　　　小園　優子　　　　主婦

同　　　佐相　康雄　　　　会社員

同　　　白鶴　邦子　　　　主婦

同　　　谷　　栄　　　　　会社員

同　　　谷藤　基夫　　　　養護学校教員

同　　　遠山　孝治　　　　慶應生協専務

同　　　中沢　正子　　　　慶應義塾職員

同　　　橋本ミチ子　　　　主婦

同　　　林　　ちづ　　　　慶應裏塾職員

同　　　馬養　貞子　　　　主婦

同　　　茂呂　秀宏　　　　養護学校教員

事務局長　寺田　貞治　　　　慶應高校教員

会計監査　天野　喬子　　　　主婦

同　　　森山　高行　　　　公認会計士

顧　問　　秋本　謙三　　　　元日吉地区連合町内会長

同　　　永戸多喜雄　　　　慶應大学名誉教授

同　　　佐藤　林平　　　　慶應大学名誉教授

同　　　田辺　昇　　　　　下田町自治会会長

総　　 会

（会長召集）

運 営 委き員 会

（会長召集）

幹 事 会

（事務局長召集）

事 務 局

事務局長 （　 寺　 田　 ）‥渉外，総会・運営委員会・幹事会

の議案作成

庶　 務　 （亀岡 ・馬養 ）‥司会．運営委員会・幹事会の連絡

書　 記　 （喜田 ・橋本 ）‥会議 ・行事の記録

会　 計　 （　 白　 鶴　 ）‥会計と名簿 ・宛名の管理

編　 集　 （中沢・林・岡上）‥会報の編集

印　 刷　 （　 大　 西　 ）‥会報等の印刷

郵　 送　 （ 幹事全員 ）‥会報の郵送事務
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連
載
日
吉
台
地
下
壕

当
時
の
関
係
者
の

思
い
出
話
　
1
8

日
吉
の
日
々
　
2

軍
令
部
に
お
ら
れ
た
実
松
氏
の

お
話
を
伺
い
ま
す
。実
松
　
議
氏
の
話

（
き
き
て
：
寺
田
貞
治
）

昭
和
一
九
年
二
月
頃
、
軍
令
部

第
三
部
（
情
報
部
）
は
日
吉
に
移

転
し
、
現
高
校
校
舎
で
情
報
の
仕

事
に
従
事
し
て
い
た
。
高
校
か
ら

一
〇
分
ほ
ど
の
日
吉
の
町
に
宿
舎

が
あ
り
、
五
～
六
人
が
泊
っ
て
い

た
。
周
囲
に
は
民
家
や
大
き
な
池

が
あ
っ
た
。
若
い
士
官
の
多
く
は

自
宅
か
ら
通
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

日
吉
で
の
食
事
は
不
味
く
、
ド

ン
グ
リ
の
粉
で
作
っ
た
コ
ッ
ペ
パ

ン
で
半
分
食
べ
る
の
が
や
っ
と
だ

っ
た
。
お
腹
を
こ
わ
し
て
ば
か
り

い
て
、
米
国
か
ら
帰
っ
て
き
て
ひ

ど
く
痩
せ
た
。
同
期
の
高
松
宮
が

時
々
日
吉
に
見
え
た
が
、
あ
る
時

メ
リ
ケ
ン
粉
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
一

個
く
れ
た
。
そ
の
美
味
し
か
っ
た

こ
と
は
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

昭
和
二
〇
年
の
初
め
頃
、
地
下

壕
1
の
B
に
移
っ
た
。
四
月
～
八

月
に
か
け
て
、
本
土
決
戦
に
つ
い

て
の
米
国
の
情
報
を
説
明
し
て
廻

っ
た
。
各
部
隊
は
米
軍
が
い
つ
ど

こ
に
上
陸
す
る
か
心
配
し
て
い
た
。

情
報
部
は
米
軍
は
台
風
で
大
き
な

損
害
を
蒙
っ
て
い
る
の
で
、
台
風

の
時
期
が
過
ぎ
た
一
〇
月
末
～
一

一
月
初
め
に
、
ま
ず
鹿
児
島
に
上

陸
し
て
、
航
空
基
地
を
作
る
と
考

え
て
い
た
。
沖
縄
本
島
攻
撃
に
際

し
、
慶
良
間
諸
島
を
手
中
に
し
た

よ
う
に
、
天
草
に
海
軍
基
地
を
作

る
。
つ
い
で
宮
崎
・
四
国
・
仙
台

に
上
陸
す
る
。
主
力
部
隊
は
相
模

湾
・
九
十
九
里
浜
か
ら
上
陸
し
、

相
模
湾
か
ら
は
日
吉
を
通
り
東
京

図1　日吉台（東側）地下壕の分布図
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に
向
う
と
予
想
し
た
。
こ
れ
ら
の

予
想
は
、
殆
ど
当
っ
て
い
た
こ
と

が
、
戦
後
、
米
軍
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
作
戦
（
日
本
上
陸
作
戦
）
の
資

料
か
ら
確
認
さ
れ
た
。

高
校
校
舎
に
資
料
室
を
作
り
、

い
ろ
い
ろ
と
敵
の
作
戦
を
考
え
た
。

軍
令
部
に
も
、
二
～
三
人
女
子
が

い
て
、
米
国
の
情
報
を
グ
ラ
フ
に

し
た
り
し
た
。
飛
行
権
と
上
陸
の

関
係
を
グ
ラ
フ
に
す
る
と
上
陸
の

場
所
や
時
間
が
大
体
わ
か
っ
た
。

V
o
i
c
e
　
o
f
 
A
m
e
r
i
c
a
　
（
ア
メ

リ
カ
の
声
）
を
聞
い
て
い
る
と
誰

か
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
爆
撃
し
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
マ
リ
ア
ナ
諸

島
爆
撃
し
か
り
。
原
爆
の
予
測
も

二
ケ
月
前
に
つ
い
た
。

爆
撃
す
る
前
に
は
上
空
か
ら
写

真
を
撮
り
、
幾
つ
か
の
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
け
、
低
空
で
さ
ら
に
詳
し
く

調
べ
、
敵
に
高
射
砲
を
撃
た
せ
、

そ
の
位
置
を
確
認
す
る
。
次
に
潜

水
艦
で
島
に
近
づ
き
、
海
岸
か
ら

撃
た
せ
、
そ
の
位
置
を
確
認
す
る
。

そ
の
後
、
大
規
模
な
空
襲
と
艦
砲

射
撃
を
し
て
上
陸
す
る
。
情
報
部

の
得
た
情
報
は
極
め
て
正
確
で
あ

っ
た
と
、
戦
後
米
軍
よ
り
高
く
評

価
さ
れ
た
。

戦
後
、
米
戦
略
爆
撃
調
査
団
に

呼
出
さ
れ
、
戦
争
中
に
於
け
る
日

本
海
軍
の
情
報
作
業
に
つ
い
て

「
こ
の
よ
う
な
正
確
な
情
報
が
得

ら
れ
た
の
は
、
あ
る
種
の
諜
報
組

織
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い

か
」
と
し
つ
こ
く
質
問
さ
れ
た
。

日
本
海
軍
は
情
報
部
を
軽
視
し

た
が
、
米
国
の
報
告
書
に
は
「
軍

令
部
第
三
部
は
よ
く
や
っ
た

（
w
e
l
l
 
D
o
n
e
）
」
と
い
う
文

字
が
綴
ら
れ
、
か
っ
て
の
敵
国
を

誉
め
称
え
て
い
る
。
世
の
中
は
皮

肉
な
も
の
で
あ
る
。

（
生
協
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
四

二
号
よ
り
抜
粋
転
載
）

お知らせ
第3回　横浜・川崎平和のための戦争展’95

「私の街から戦争が見える」
戦後50年、今こそ戦争遺跡の保存を！

旧海軍連合艦隊司令部日吉台地下壕

旧陸軍謀略秘密基地登戸研究所

開催日程1995年6月6日（火）年前9時～6月11日（日）午後5時まで
会　場　川崎市平和館川崎市中原区木月住吉町1957番地1℡044－433－0101

（東横線元住吉駅下車　徒歩10分　中原平和公園内）

展示　6月6＿日午前9時～11日午後4時　於　ギャラリ施

講演　（講演、朗読、シンポジウム、ビデオ上映は6月10月（土）－11日（日））
プレイベント

（1）登戸研究所見学会　　5月21日（日）午後1時　小田急線生田駅集合

（2）日吉台地下壕見学会　5月27日（土）午後1時　東急線日吉駅集合

＊日吉台地下壕見学会参加希望の方は、往復はがきに住所、氏名、電話

番号を記入し、下記に申し込んで下さい。（人数制限あり）
〒223横浜市港北区下田町3－15－27　寺田　貞治

＊見学には長靴・懐中電灯が必要です。＊参加費はいずれも500円

お手伝い頂ける方お電話ください。連絡先　亀岡敦子℡045－561‐2753
喜田美登里℡045－562－0443


